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立本 アフリカとの地域間研究は3回 目にな

る。いままでの議論を基礎として 「移動と分

散」というタイポロジーを出していただいた

と思う。この重点領域研究での地域間研究は、

中国、中近東、インドに続 く4回 目だが、い

っも問題になるのは比較の単位と時代である。

中国やインドとの研究会では、なぜ 「まとま

り」があるのかを問 う立場であったが、今回

はアフリカ、東南アジアともが 「まとまり」

のない地域だ。我 々の主張は常 に 「まとま

り」のないものに 「まとまり」をつけるのが

地域研究の一っの役割だというものだ。 「ま

とまり」のある地域ばかりが文明として主張

していてはいけない。21世 紀に向けて、 「ま

とまり」のない地域をどのように主張するか

という文明論的なことも考えている。

これまでの議論を基に、アフリカと東南ア

ジアを比較するための夕一ムを考えてみた。

まず 「通史/特 定の時代/現 代」と、その比

較の時代を明らかにする必要があるだろう。

今回は通史的な議論がされてきたが、歴史を

通 じて議論する場合、 「構造」 「元型」 「プ

ロ トタイプ(代 表的類型)」 とい う形で整理

しておかなければ、異夢同床の議論となるだ

ろう。

「単位」で も同 じことが言える。最初はス

ワヒリと東南アジアのマレー世界を比べる議

論が出たが、む しろ内陸アフリカと乾燥ベル

トとの比較をした方が、地域研究 として有意

義ではないかという議論 も必要だろう。アフ

リカの一部と東南アジア海域世界を比較す る

時にも、アフリカの一部はどう区切 るのかを

意識 してお くべきだ。内陸アフリカなのか、

あるいは内陸アフリカ+ス ワヒリ、サヘルと

まで言っていいのか。予めその単位を決めて

議論する場合と、議論の中で決めてい く場合

と両方があると思 う。

何を比較するのかという場合、例えば人口

で比較するような細かい現象を比較するの も

意味がある。だが、地域研究で地域間比較を

す るのであれば、細かい比較と共に、最終的

には大 きなイメージを比較することが必要で

はないか。地域研究 は単に学際的な人が集ま

り、異なるマッピングを重ね合わせて、重な

る重ならないを言うだけに終わ ってはいけな
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い。地域全体の比較、何によってその地域を

括ったのかという比較をする必要があるだろ

う。その比較軸 を今までの議論の中からひ

らって、エコロジーと伝統とフロンティアと

いうキーワー ドで整理 したものをお配りして

いる。これからの我々のディスカッションの

中で補充 し、彫琢 して い くことに したいと

思っている。

高谷 胴元として希望を述べておきたい。ス

ワヒリとサヘルの話を聞いたからこそ、内陸

アフリカの性格が明確になった。これで比較

のための準備がで きた。そこでこの総合討論

では、内陸アフリカと島颯部東南アジアの比

較を前面に出して、そこから話題を広げる形

で議論する方が地域研究としてはイメージが

掴みやすいように思うがどうだろうか。

家島 内陸アフリカの論理で、バ ントゥ諸言

語集団の移動と歴史的な展開過程を話された

が、バントゥは民族集団ではなく、バ ントゥ

系の諸言語を持 った集団と捉えていいと思 う

が、東南アジア側にはそれに対応できるよう

なものを考えるとすると、それを何と考えれ

ばいいのか。先程の話では、オース トロネシ

アンとの比較という提案 も出ていたが、移動

性 ・流動性という点では、バ ントゥ系諸集団

の特徴は、東南アジアにおけるオース トネシ

ア系の諸集団とも共通 しているように思える。

従って、6そ の両者の違いを比較 していけば、

スワヒリ、サーヘルと東南アジアの相互比較

の問題ともっながるのではないか。

71

坪内 移動と拡散の違いは重要なポイン トに

なると思 う。東南アジアでは移動の跡をある

程度は辿ることができる。 自分の祖先はどこ

か ら来たのか。1あるいは自分の集落は元はど

の辺に居たか。そこか らどう分かれてきたか

という記憶の糸を持っている。祖先の足跡を

ある意味では意識 し、精神的なつながりを感

じている側面がある。アフリカの拡散はどの

ようなイメージで捉えればいいのか。

日野 過去のグループについては口頭伝承で

かなりわかる。その中には荒唐無稽なフィク

ションも含まれてはいるが、どう動 いたかと

いうことや、どのグループと近縁かというこ

ともある程度はわかる。伝承の類似、言語の

類似、主要な作物の名前の共通点などを手繰

ることでかなりの ことが分かるだろう。東ア

フリカの牧畜社会では、祖先の墓が どこにあ

るかということで辿ることができる。富川盛

道 さんも5代 ～10代 にわたる研究をされてお

り、色々な人がバラバラにしている研究を集

めれば、かなりのことがわかるようになると

思う。

掛谷さんが話されたバン トゥのエキスパン

ションは、そういうデータを勘案 した上で作

られたと思う。栽培植物の伝播等、様々な形

の傍証や歴史考古学的な資料も含めて、特に

バン トゥの場合は2、3千 年 ぐらいの話でも

あり、再現は可能ではないかと思う。いまま

で口頭伝承は荒唐無稽で、歴史意識の意味は

あっても事実としては使えないというのが一



般的だ った。だが、例えばカメルーンのエ リ

ドリッジ ・ムハンマ ドは、歴史的にいえば数

百年の程度の話だが、口頭伝承の中からフル

ベ族の移動の軌跡を出している。ある程度の

アフリカゐ全体の人の動 きも、口頭伝承から

追跡可能だと思 う。ただイスラム教徒は先祖

代々の話を切って しまう。これからイスラム

化がさらに進んできた場合には、そういう伝

承 も切れて しまう可能性がある。

掛谷 富川さんや和崎さんの仕事 と、最近

やっとっながってきたというイメージが強い。

私 自身は移動の後を辿るような仕事はあまり

していない。ただ トングウェを調査 したとき

に、たとえば一つのクランがベ ンバから来た

という話があり、伝承的には辿ることができ

る。ベンバへ行ってみると、ベンバはルバか

ら来たと言う。民族形成の伝承ではそういこ

とがある。一緒に暮 らしてみて、何よりも一

番大きな印象は、 「テンベア」や移住がまこ

とに常態的にあることだ。市川さんは習性 と

言われたが、結局はエコロジーと、バン トゥ

の歴史と文化に内在する特性に根差 している

ということになる。そういう特性は、ここ200

年、300年 の民族形成の歴史や、バ ントゥの

移動にまでっながっている。 このようなイ

メージを持っている。

田中 比較のスケールと時代の問題が一緒に

議論されていると思 う。バ ントゥの大拡散に

関連 して、東南アジアとアフリカを比較すれ

ば、東南 アジアは数千年の歴史 になるが、
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オース トロネシア ンやプロトマレー、デュー

トロマ レーの移動という枠組みがイクイバ レ

ントな ものになる。

坪内さんが言われた移動は、マ レー系の人

達が既に東南アジアのいまの島懊部に入った

あと、焼き畑農耕を主体にした生業形態を持

ちなが ら集落移動させた時代の移動になる。

バ ントゥの大移動は2、3千 年の尺度で見る

と、北から南へ大拡散 している。それを細か

く見れば焼 き畑農耕民が移動を繰り返 し、全

体としては北から南へと動いたのだろう。東

南アジアも焼き畑農耕という生業と共に集落

が移動す る社会が続いたと思 う。

次の時代になると、東南アジアと内陸アフ

リカとの違いが見えて くる。東南アジアでは ・

焼き畑の移動ではな く、エ クスターナルな刺

激や需要によって人々の移動が作 り出されて

くるようになる。

歴史をどれ くらい遡 るかは分からないが、

東南アジアでは例 えば米がある種の フロン

ティアを作る時代が15～16世 紀頃にあった。

そして ヨーロッパの需要が増えてくる19世紀

頃には、例えばココヤシやゴムでフロンティ

アが形成 される。 さらに戦後はチ ョウジ、最

近ではカカオでフロンティアができて くる。

内的な運動ではな く常に外か らの刺激で人の

移動が起こる。こういう移動は、焼き畑の時

代に集落が定期的に移動するようなものとは

スケール も違って くる。その最大の特徴は、

移動 した人がネットワーキングを作 ることだ



ろう。山田さんは資源のネットワークの話を

されたが、人の動きもネットワークになる。

いったん100㎞ 、200km先 にフロンティアを作

ると、そこに必ずホームグラウンドか ら人が

来る。そこでの物の流通によってまたネット

ワークができる。

立本さんの レジメの中に、インターナルと

エクスターナルという夕一ムがあるが、東南

アジアの場合、特に19世紀以降はエクスター

ナルな移動を強烈に感 じる。高谷 さんの言わ

れた山の民にはいまで も焼 き畑的な移動が

残っているが、我々が東南アジァで移動とい

う時には、エクスターナルな刺激や需要によ

る移動で、多 くの集団の移動が常に繰 り返 さ

れている。東南アジアでのフロンティアや移

動は、自生的な ものではない。そういう伝統

その ものは自生的か もしれないが、この性格

が持続するのは常に外か らの刺激によるもの

だ。だか らそこ、東南アジアと内陸アフリカ

を比べた時に、随分と違 うという印象がある。

アフリカでは20世紀以降、同 じようなことが

あるのかを聞いておきたい。

立本 トレーガー(担 い手)の 主体 は何かと

言えば、東南アジア海域世界ではオース トロ

ネシアンと、アフリカではバ ントゥ語族であ

り、確かに語族なのだが、 しか し、語族が世

界単位にそのままなるというのでは具合が悪

い。

田中 そこまでは言 ってない。

立本 比較の実態としては語族がコアにある。

73

それを基礎に世界単位がができて くる。

市川 ただ、バ ントゥとオース トロネシアン

とは随分 レベルが違う。オース トロネシアン

に相当するのはニジェール ・コル ドファンと

いうレベルなのではないか。バ ントゥの上の

レベルに、コンゴ=ベ ヌエというのがあるが、

その中の類縁関係を見て も、 ドイツ語 とオラ

ンダ語 ぐらいしか違わないとも言われている。

嶋田 西アフリカの海岸地帯は、ヨーロッパ

が来ることによってアブラヤシやパイナップ

ル、茶などのプランデーションができる等の

変化がある。これは全 く東南アジアのエクス

ターナルなところ、特にマ レーシアのゴム ・

プランテーションを作っているようなところ

に対応すると思う。

田中 その時に人が自発的にそこへ向か って

移動 してい くのか、あるいはプランターが来

て人を集める形で行われるのか。そういうと

ころが東南アジアとアフリカの違いを議論す

るときに重要だと思 う。

嶋田 最初は、アフリカの人はそういうとこ

ろで働 くことを知 らないか ら、 ミッションが

奴隷を解放すると称 して強制労働でアブラヤ

シ農園を作 って しまう。その うち金が貰える

とわかれば自分か ら集まって くる。最初はプ

ランターが来て集めたが、後はかなり自発的

な動 きがある。

市川 その前のヨーロッパ人の到来以前の移

動です ら東南アジアとアフリカは随分違 う。

そもそも森の民というのは東南アジアには居



なかったので はないか。東南アジアで は、

人々は元 々海岸近 くに住んでいて、エクス

ターナルな トレー ドが始 まると森林の物産を

求あて森の中に入るようになる。その変化で

生活全体が狩猟採集民化 していくという過程

がある。バ ントゥはそうした トレー ドとは関

係なく、自分達の生活のために森の中に入っ

た。なおかっそこには既にピグミーという先

住民が森のエキスパー トとして生活 していた。

そういうところに焼き畑を導入 していったと

いうことで、もともと森の民の居ないところ

に商業 目的で森に入ったのと、森の中に先住

民がいてそこを生活の舞台として入 ったとい

うのでは随分違うという気がする。

日野 バ ントゥの人はエキスパンションはし

たが、海を越えて行こうとは考えたこともな

い。島がマダガスカルの他になかったことも

あるだろうが、東アフ リカの海岸にぶっかっ

たら、今度はUタ ーンしてザイールの森林へ

向かっていく。海をルー トとしては殆 ど考え

ていないかった。奴隷で連れて行かれること

はあったが、外圧の力で起きたことだ。アフ

リカの人が内的な自分達の触発の中で、外へ

出て行 こうと考えたのは、非常に例外的なと

ころを除けばないだろう。アフリカが広すぎ

るということもある。

立本 大陸と島懊部の比較においては、移動

のパターンの方が重要ではないか。

松原 東南アジアに森の民は居なか った、中

国との交易によって森の中に入ったという説
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もあるが、それでも彼 らの知恵は本当に深 く

森の民だと思 う。 日本の縄文時代を考えれば、

数は多 くなくて も森の中で暮 らしていた人達

はやはりいたと思 う。そこでの質の違いはそ

れ程違わないだろう。アフリカが基本的に生

業のゼネラ リス トという意味でいえば、ほとr

んどの世界はゼネラ リス トだと言える。基本

的にはそれで対応するしかなかった。ただそ

こから次の展開が効いて くる。ゼネラリス ト

を基盤 として続けていくか、エクスターネル

の問題も含む様々な要因によって、ゼネラリ

ス トの中か ら分化する部分が出て くるかとい

う問題だ。その中で内陸アフリカと東南アジ

ア島瞑世界という、そこでの文化が起 こって

くる。

立本さんの レジメではアフリカのタームに

domesticationが 入 っているが、アフ リカ

では家畜のdomesticationと いうのは一切

なかった。アフリカの奥にあれだけ沢山の野

生動物がいて も、実際に現在の家畜 として飼

われているのは全てユーラシアから来たもの

だ。ユーラシア大陸内陸部 とアフリカ大陸と

の、歴史展開の違いとして重要な決め手にな

ると思 う。ユーラシアではdomestication

が起 こることによって、農業と全 く異質な遊

牧社会が成立し、そのインタラクションの中

で歴史が構築 されてい く。だがアフリカの場

合は、バントゥがい くら拡散 していって も、

全体的にはゼネラリス トとして対応 しており、

異化 したものの存在にはなり得なか った。そ



ういう極端な形の遊牧 と農耕との対立関係や、

インタラクションというものがアフリカ大陸

の中では生成しなかった。ユーラシアの歴史

とは随分違 った歴史を歩んできたと思 う。

嶋田 遅かったということは確かだと思 う。

西アフリカの牧畜民であるフルベの場合、非

常に短期間の間にサハラの南を移動 している。

バ ン トゥが展開す る中部アフ リカは一種の

ノーマンズラン ドだった所で、いままで使わ

れていなかった所に拡散 したというイメージ

で捉えている。サハラの南の牧畜民 も同じで、

いままで牧畜民が殆どいない所に、ある時期

にすごい勢いで広がっていった。その意味で

松原さんの意見にも同意できる。ただ後で牧

畜民を農耕民との相互作用のなかで色々な国

家が出て くる。大湖地方のブルンジ、ルワン

ダのツチ ・フツの農牧国家、サハラ南縁部で

もフルベの国家がある。インタラクションと

は何を意味するのか、 もう少 し明確に しても

らえれば分かるが、やはり牧畜民と農耕民の

対立あるいは協調のなかで新 しい国家社会が

成立 したという傾向も、アフリカの歴史には

ある。

立本 乾燥地帯の移動 と湿潤地帯の移動とを

二つに分けて議論されているが、乾燥で も

ユーラシア大陸とアフリカ大陸は違うと言わ

れている。我々が議論 している内陸アフリカ

の移動 と、乾燥の移動との一番違いは何にな

るのかを確認しておきたい。

松原 本質的な違いはあまり無いか もしれな
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い。だだ、ユーラシアの遊牧民の移動は、全

生活体系を背負ったまま移動 している。全て

家畜群 と共に移動することは、全生活空間を

違 う土地に移 してい くだけで、いわゆるフロ

ンティア開拓とは質が違うものだ。農耕の要

素とは全 く異質なもので、その異質性が歴史

の展開に効いている。先程のアフリカの王国

は、殆どオー トジェニ ックに成立 して きたと

思う。遊牧にあたるような異質性とのインタ

ラクションは出てこなかった。それがユーラ

シアとの歴史の違いと言えるだろう。次の段

階は東南アジアの島興世界と内陸アフリカを

比較 したときに、何が決め手になって展開が

違ってきたのかという問題になる。一っはエ

クスターナルの関係が確かに効いていると思

う。その他には何があるだろうか。

掛谷 今日は大湖地方の王国の話 も出すっも

りだったが、抜けて しまった。大湖地方には

農耕と牧畜のインタラクションで展開 し始あ

た世界が、部分的にではあるが存在 していた。

バ ントゥの中にも牛を伴って、パス トラ リス

トになっているの もいる。農 と牧に依存 しな

が ら暮 らしている人 もいる。今 日のアフリカ

の話で抜けていた類型がそれなのだろう。そ

の類型が出てくると、アフ リカの乾燥地帯の

持っ意味が、 もう一つ クリヤーになって くる

のではないか。嶋田さんの場合は、それにイ

スラームがかかわった文明形成の問題だが、

生活パターンの形成から言えば、牧畜 と農耕

のインタラクションという形で展開した部分



もアフリカにある。

嶋田 フルベ族 も大陸の西の端からカメルー

ンまで、東に向けて生活を変えないで移動 し

ている。そして中央スーダンでナイロ ト系の

移動あるいは黒人アラブの移動とぶっかり、

行く場所がな くなった所で国家形成が起きて

いるという印象がある。 これは牧畜民だけで

できた国家でな く農耕民と牧畜民との間のイ

ンタラクションだ。

松原 時間的スパン、歴史的スパ ンの違いが

そこに効いているのか もしれないが、福井さ

んのボディの話を聞いて も、やはりゼネラ リ

ス トだと思う。牛は飼っているが焼き畑農耕

をやり、狩猟採集もやる。そういう形態は少

な くともユーラシアの遊牧世界の中ではあり

得ない。そ ういう要素は全 くない。それはや

はり非常に違っているところだ。歴史的展開

の違いがもちろん背景にあるのだろう。

掛谷 確かにゼネラリス トの潮流が現代にま

でつながっている。 もちろんスペ シャライ

ゼーションの流れ もあるのだが、やはりゼネ

ラリス トの潮流が主流 としてごく最近 まで続

いてきた。

嶋田 東アフリカの牧畜民はゼネラリス トか

もしれないが、フルベはゼネラリス トではな

い。かなり専門化 している。フルベ族に親 し

んだ目で東アフ リカの牧畜民をみるとなんと

いいかげんな牧畜民だとも思 うだか らこそ逆

に政治的な力で農耕民 との統合関係をっ くら

ざるを得なかった。東アフリカの牧畜民は国
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家形成を しなくても、自分で何でもやって生

活ができるという印象がある。 しか しフルベ

族は牧畜に専門化 していたので自立 は難 し

かったように思う。西アフリカのサハラ南縁

の乾燥地帯は一般 に専門化が進んだ地域で、

インドのようなカース ト制世界とも見 られて

いる。

高谷 東南アジアもやはりゼネラリス トだ。

バン トゥの移動開始と時間的に近いのは、稲

作を持ってベ トナム辺りか ら拡散 していった

人々だろう。それを東南アジアは焼き畑稲作

民と言って しまうが、実際には採集あり、水

牛飼育ありで、極めてゼネラリス トだった。

米を作りながら色々なことをしている。その

意味では松原さんの言うように、東南アジア

もアフリカも違いはないのかもしれない。

エクスターナルなインパ クト以外に何か特

徴があるのかという質問が出ていたが、やは

り米がある。かなり早い時期に定着的な谷間

の水稲耕作民が現れる。彼 らは ドンソンドラ

ムを持 って、雨ごいや祭祀があ りコ ミュニ

ティができていく。それが違う点だ。東南ア

ジアもゼネラリス トだが、同時に水稲の肥大

が一っの特徴 としてあり、そ して、エクス

ターナルな人達がす ぐ近くに来る。そういう

状態ではないかと思 う。アフリカで言われて

いるゼネラリス トと、東南アジアの焼き畑民

が実態としてどう違うのか、同 じなのかとい

う点を議論 したらどうだろう。

掛谷 東南アジアを考える場合、インドがあ



り、中国があり、イスラームが入りという、

文明流による重層化 という形で、エキスター

ナルな刺激のもとで常にフロンティァであり

続けた。外側の文明流が、フロンティアの場

の構造を変えていく。そのことによってまた

新 しいフロンティアが出て くる。外文明の流

入で重層化 していくことによって、東南アジ

ア 「内世界」の場の構造が変換 し、新 しい質

のフロンティアが形成 されて くるというイ

メージで、エクスターナル ・フロンティアな

のだろうか。

坪内 場の構造 は確かに二っの側面がある。

エクスターナルな形で形成されたフロンティ

アというのは、需要が生 じてフロンティアが

できたと解釈することもできる。だが、それ

だけで解釈 してよいものだろうか。焼き畑自

身の内的な移動の欲求もある。東南アジアの

人の内的な動きと、外か らのエクスターナル

なフロンティアとの関係をどう捉えるかが、

東南アジアにとっては重要なことのように思

う。

もちろん外的なものも重要だが、全て外的

なものが動かし、あるいは精神構造もそれが

規定するとは言いきれない。東南アジアの焼

き畑耕作民や水稲耕作民では、そのメンタリ

ティは外的な意味での採集に一番の力点があ

るのではなく、むしろ生業そのものに力点が

ある。 ものを採って くるというのは、これに

継ぎ足されたもう一っの要素に過ぎないので

はないか。東南アジアの人を商業的な感覚で
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捉え、それで山の奥まで塗 り潰 してい くこと

に対 しては抵抗感がある。

田中 エクスターナルな刺激に反応するだけ

ではない。東南アジアでは、例えば稲作民が

自分の生業を拡大するために、地道な百姓の

道 としてフロンティアを自生的に拡大 して

いった。ある意味では掛谷さんのバ ントゥの

移動 とよ く似た性格を持 っている。エ クス

ターナルな刺激によって、それに反応 してい

くという一面を強調 し過 ぎたと思うが、やは

り二面あるのだと思 う。ただエクスターナル

な刺激に反応する人達がいることがポイント

になると思う。

少な くとも植民地時代以降になれば、内陸

アフリカにもそういう刺激があったはずだ。

それに対する反応はどうだったのか。掛谷さ

んの話の中では、アフリカには 「最小性の経

済学」 「平準化のメカニズム」という社会全

体の性格があり、自分の富をできるだけ目立

たないように分配 していく社会のメカニズム

がある。東南アジアの場合、確かに自生的に

自分の生活の糧を求めて移動をしていくが、

その時におそ らく平準化や、最小経済学とい

うことは考えていないと思 う。儲かることを

人より先ん じてという、ある意味で先駆け的

なことや機転をきかすことに価値観があるよ

うに思 う。例えばゴムが儲かるとなれば、い

ち早 くゴムを植えて儲けに走る者が出て くる。

それを追いかける者がまた出て くるという、

ダイナミックな展開がある。アフリカの場合



にも、外か らの刺激は内陸と言えども20世紀

に入ればあったはずだ。それが東南アジアほ

どには急速に展開 しなか った。最小経済学 と

いう形がメンタリティにまでも及んでいるの

だろうか。

掛谷 私自身の好みでそういう世界をクロー

ズアップしているが、'やはり違う面もあるこ

とを言 うべ きだったと思っている。

田中 掛谷さんの論法は、ゼネラ リス トとし

ての生業形態を保持 し続 けたから、そういう

社会ができたというものだ。ところが一方で、

スペシャライゼーションという言葉を使われ

ている。地域によって農業の集約化が起こる

ようなスペシャライゼーションが、外的な要

因によって起 こっているのか、内在的な小農

農業の発展によって起こっているのか。そこ

のところが東南アジアと違 っていると感 じる。

掛谷 その通りだと思 う。アフリカの将来を

考えて、ある種のアフ リカ的なインテンシ

フゥケーションを模索 している。例えばマテ

ンゴの農耕をアフリカ的インテンシフィケー

ションと考えていくのか、スペシャライゼー

ションと考えていくのか。それは小農の発展

形態というよりも、状況的対応の中で展開 し

てきたものであ り、あるローカルな地域への

スペシャライゼーションなのかもしれない。

そこがいま、アフリカの農業を考える時の一

・っのポイントだと思 っている。

田中 スペシャライゼーションというよりも、

どうしようもなくてインボ リュー トしている
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ということだろうか。

掛谷 む しろインボリューションと言 った方

がいいか もしれない。インボ リュー トした形

態が、我々の目にはインテンシフィケーショ

ンと見えた。だが果たしてそれをインテンシ

フィケーションと言 っていいのかという思い

がある。それをもう少 しアフリカニス トの中

で議論する必要があると思っている。

日野さんが、東アフ リカは北海道みたいな

ものだと比喩されているのが面白いと思った。

北海道で様々に異なる出身の人が、お互いに

悪口を言いなが らでも楽 しく生きている世界

が、アフリカと同じだという意味のようにも

思うが、もっと深い含蓄があるように思 う。

日野 私は元々北海道で生まれ育ち、そこか

ら本州へ来た。アフリカで も東と西を比べる

時に、東が北海道で西が本州と比喩的に言 っ

ている。 もちろん現象的に北海道の人が 日本

の各地から出てきたのと同 じように、西アフ

リカの各地から東へやって来る。そしていま

もまだ移動 しているということがある。北海

道でもファミリー ヒス トリーをとると、本当

にまだ動いている。

もう一つは集落の作 り方が違 う。西アフリ

カの場合の多 くは、集村にかたまって住み周

りの畑に出かけていく。村が動く時は村 ごと

動 くという形だ。東アフリカでは耕地や道の

近 くに家があり、歩いて行 くといつの間にか

隣の村へ行 って しまう。散村と集村という違 ・

いがある。西アフリカの場合には集落の中心



に店や役場 という都市的な ものができて くる。

ところが東アフリカや北海道では、道ばたに

店が集まって役所がまた作られていくような、

農村市街地的な形で都市ができて くる。 この

ように東アフリカは北海道、西アフリカは内

地 という比喩を以前か らよくしている。

和崎 「私が調査 している西アフリカの王国は、

嶋田さんの調査されたところと似ているが、

基本的に内陸アフ.リカとは違 っていても、ゼ

ネラ リス トの生活感覚はある。王国が作 られ

王都ができて、エクスチェンジのセンターに

なる。職業も分化 しスペ シャライゼーション

が進むが、ある王都の王宮の役職者 も店員を

していたり、農繁期には農業 もやる。それは

伝統的な王国形成の都市はもとより、現在の

人口生態の局地の大都市に行っても都市農業

は盛んに行われている。一人の人間が非常に

マルチプルな職業を持っ。季節にともなって

左官 もやれば、農業 もやる。荷抱えで物を

売 ったりもする。それは単に貧しさか らくる

インフォーマルセ クタというので はな く、

元々そういう戦略が背後にあると考えている。

嶋田 ただ私は、はじめカメルーンで調査 し

て、次にマリに行 ったとき、マ リでは伝統的

なスペシャライゼーションが ものすごく進ん

でいるのにおどろいた。西アフリカ内部にも、

ゼネラ リス ト文化圏か、スペシャリス ト文化

圏かというちがいがあり、サハラ砂漠に近づ

くにっれてスペシャリス トが多 くなるように

思 う。なお ウォーラーステ インを批判 して
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ヨーロッパ人の世界への拡散はフリー ・トレ

イ ドのためというよりは入植運動ではなかっ

たとしたが、これもいいかえれば、ゼネラリ

ス トとしての移動であったということだ。実

は現代のヨーロッパ人自身 もゼネラリス トだ

と思っている。日本人に比べれば本当にゼネ

ラリス トで、家まで作って しまうようなこと

がある。 しか し交易活動はゼラリス トの移動

ではない。サハ ラの交易者 は新 しいフロン

ティアを獲得するのではな く、既に人が住ん

でいる所をっなぐ側面が強い。それはかれら

が専門分化 したスペシャリス トだか らだ。乾

燥地と湿潤地の移動がどうちが うのかという

立本さんの問いに、サハラのような乾燥地で

は人はスペシャリス トとして移動 し、湿潤地

帯ではゼネラリス トとし移動するという答え

も可能だ。

立本 アフリカに比べれば、東南アジアの移.

動は規模的には小さいという印象がある。例

えば2000年 というタイムスパ ンを考えれば、

この2000年 はそれまで動いていたマ レー系も、

バ ントゥのようには動かなくなり、小 さいエ

クスパ ンション的な動きで しかなくなる。そ

の移動は相当違 うと感 じられないだろうか。

東南アジアも移動と言 っているが、実は本当

に小規模なものだ。

坪内 これまでの議論では何 もかもがよ く似

ていて、どこが違 うのだろうか という雰囲気

しか起 こらなかったが、立本 さんの発言で初

めて違いに気付いたように思 う。アフリカに



おけるタイムスパ ンは非常に違いを感 じる。

だが、過去を仮 に100年 、150年 とか、200年

だけに限ってみれば、どれ ぐらい違 うのかが

また気になるところだ。そういうスケールを

ここに持ち込むことがいいのか悪いのかとい

う問題もあるが、立本さんが言われたように

近い距離で動いているのは確かだ。大 きな目

でみれば、東南アジアは殆 ど動いていないと

も言えるだろう。

立本150年 のタイムスパ ンでは、前 にあっ

た村がわか らなくなるような、そんな極端な

ケ'一スは東南アジアにはない。

田中 いまの移動の問題は、歴史的な側面で

議論されているが、生態や地理的条件も考え

て議論 したい。東南アジアの島填部は、いわ

ば大きな摺曲山脈の端の、 しか も端が海に沈

んで しまった所である。残っている地面は非

常に変化に富み、アフリカと比べれば問題に

ならないぐらい短い距離に、山あり、谷あり、

低地あり、湿地ありという所だ。

アフリカのバン トゥの大移動は、よく似た

環境を伝ってい く。ところが東南アジアでは、

似た所へ生活の基盤を広げて行 くだけではな

く、全 く違 う所へ移って行 く。そこはアフリ

カと違 うと思う。移動のターゲットになる所

が、その時代が要請する産物によって変わっ

てくる。例えば山、あるいは低地、海の近 く

の汀線のように、ターゲットになる地域は本

当にバラエティがある。

アフリカの場合は、同 じような所へ行って
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いるだけではないのか。動 く距離は確かに大

きいか もしれないが、東南アジアにはそうい

う地理的な背景や歴史の堆積があって、移動

の距離は小さくて も地形のバラエティから考

えれば、アフリカの移動 とは違 うダイナ ミズ

ムがある。

立本 それはインターナル ・フロンティアに

関係するのではないか。 フロンティアが常に

内にある。

市川 アフリカで も自分達が住んでいた所と

直近の所は似たような環境だが、結果的にみ

れば砂漠、サバ ンナ、疎開林、高地、湿地、

ほとんどあらゆる所に移動 して行き渡ってい

る。ただ、その移動の動機が東南アジアのよ

うに特定の利益のためにというような 「不

純」なものではなかった。似たような環境を

通 して自然に動 くうちに、いつのまにか大き

く変化す る所に行っで しまったという印象は

拭えない。何かを求めて移動 して行 っ.たとい

うのではない。

家島 海を一っの生活空間と考えれば、海 も

人口密度の計算に入れていいと思 う。砂漠 も

人口密度の計算に入っているのだから。

日野 だがアフリカの人は、サハラ砂漠す ら

越えようとしていなかった。

家島 海をまさに一つの生活空間として活動

している人びとの社会 ・文化が、東南アジア

的な特徴の一っであると言える。しかも、そ

の移動の世界は、非常に広域にまたがってい

る。周知のように、マダガスカルまで移動 し



た人 もいる。陸地を移動 したという点では、

バ ントゥの拡大 した世界は大きかったが、海

を舞台とした移動を考えれば、東南アジアの

人びとも同じようなものではないか。

日野 バ ントゥのエ クスパ ンションを見てい

ると、森林に入ることもあったが、基本的に

はサバ ンナを動いている。サバンナは遥か遠

くの山まで見渡せ るような所で、そういう目

標物が所々にある。やはり湿潤の森林の多い

所、す ぐ海岸に出て しまうような所とは違う

のではないか。

古川 ゼネラリス トという点では同 じだと思

うが、生活実態 としてみると、バ ントゥでは

対象 として牛 も入 ってくるが、東南アジアで

牧畜をオルタナティブとして考えるのは極め

て少ないと思 う。やはり森林物産と海産物を

求めて広がっていく印象が強い。それは外の

要求に応 じる形で、一人の人間が仕事を変え

ながら動いている。バン トゥのスプレッディ

ングは農耕 と牧畜が対象で、それが生活実態

において違って くる。そこか らどういう感情

を持っか、どういう生業を繋いで行 くかとい

うところが色々と違って くる。

山田 やはり資源量を考えてほしい。サバ ン

ナと熱帯多雨林の資源量は、3、4倍 は違 う。

資源量というのは森林の生態量、あるいは人

が利用可能な資源を持つニ ッチと考えていい

だろう。それが東南アジアとサバンナとでは

全 く違う。バン トゥの移動は、資源が減少 し

て移動が必用となる面があると思う。東南ア
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ジアの移動はそんなに動かなくてもいい。例

えば、ボルネオなら一山越えて、谷筋を一つ

越えたら、そこで百年 ぐらいは生活できる程

の資源量がある。

立本 ただ、資源は人が需要 して初めて資源

となる。アフ リカでは需要 しないという議論

があ ったが。

山田 それは違 うと思 う。バン トゥで も資源

を使いつっ移動 していく。資源が十分にあれ

ばそんなに移動 しなかったと思う。

立本 東南アジアでも、資源は外の人の需要

に応 じている。香なんかは自分では使わない。

山田 外の需要に応 じて動 いているのは、1

割程度で しかないと考えている。伐採現場で

も、ほとんどが外から来ており、地元の人は

1割 程度 しか参加 していない。

市川 資源とは、この場合 は土地の不足とい

うことだろうか。

山田 土地も含めて。

市川 そういうことではこのような移動は説

明できない。 もしそうならば、紀元1000年 に

はアフリカがいっぱいになって しまったと考

えな くてはいけない。森の中では既 にピグ

ミーが住んでいて、一緒に狩猟や採集を しな

が ら、特に目的がな くて も何10kmも 一挙に

行って しまうような移動を していたと思 う。

土地や獲物が不足するとい う環境要因は究極

的には効いているか もしれないが、実際の

個々の移住の要因はそ ういうことではないだ

ろう。そういう要因な らば、バ ントゥのよう



な急速な移動は必要ない。

日野 む しろ空いている場所がたくさんあっ

たから動いたというイメージだ。

山田 空いている場所があれば、やはり比較

するのではないか。資源量だけでな く、少 し

で も良さそうだと。

日野 時には社会的なテンションが生 じて誰

かが動 くことも起 こるし、呪術を畏れて動 く

とか、色々なことが考え られる。

田中 いまの議論は東南アジアも内陸アフリ

カも同じだと思う。東南アジアも人口密度5

～10人 程度の時があり、その時は移動 してい

る。移動は資源の枯渇というより、呪いや親

戚関係の軋礫がアフリカでは考え られるが、

東南アジアで も病気の発生や首長の死など

色々なことで吉凶判断 し、凶と出た らす ぐに

移動 している。その レベルの移動は、東南ア

ジアもアフリカも生業形態が焼き畑をベース

にしていたときには共通 している。ゼネラリ

ス トの時代の移動は、かなり世界共通に考え

られないだろうか。ただ、東南アジアはさら

にその上に色々な ものがある。

高谷 世界共通と言われたが、私 もバ ントゥ

の話を聞いて縄文期の ことを考えていた。縄

文人がバイカル周辺から日本に入 って くるの

も同 じように感 じる。そのスケールを考えれ

ば驚 くにあた らない。だからある種の疎林は

見通 しが利き、移動 し易いということが大き

いだろう。また凶と出るから動 くということ

も確かにある。森に関係 している人々は移動
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するゼネラリス トだ と感 じた。

市川 例えば公園に二つベンチがあって、1

人1ヶ 所座 っている時に、まだ座れるからと

そのベ ンチに座る人はいない。いないところ

に行 く。三つベ ンチがあれば、真ん中のベン

チを一っ空けて座 っている。やはりスペース

が少なくなるというより、なるべく人か ら少

し離れた方が住みやすいということがあるよ

うに思 う。具体的に細か く言えば、そういう

ことが呪いとも関係するのだろう。

立本 オース トロネシアンはなぜ拡散 したの

かというレベルの話と、いまの話の レベルと

少 し混乱 してきているが、移動の話はこれ ぐ

らいにして、分散離散、ディアスポラにっい

ても議論 しておきたいと思う。東南アジアで

も同じことを言うが、本当に同じ内容なのか

ということと、内的フロンティア世界を確認

しておきたい。家系図でどこまで辿れるかと

いう話にもつながると思 う。

市川 私が分散と言ったのは、1カ 所にある

程度以上に人口が増えると社会的、政治的な

組織化を複雑にしなければ対処できない状況

が出て くるが、バ ントゥは高次な組織を作 ら

ずに分かれていった。それを支えるのがバン

トゥ社会にあるセグメンタ リー ・リネッジ ・

システムで、まさにこの分節 システムによっ

て、集団が大きくなると分散 していった。

嶋田 西アフリカ内陸ではこうした運動が く

りかえされた挙句行き止まりになったところ

で、階層化せざるを得な くなって国家や都市



が形成されたと考えている。内陸アフリカに

はまだ場所があったから拡散を続ける。先程

それが縄文人 と同 じだ と言われたが、 ヨー

ロッパ人がアメリカ大陸に広がって行 くのも

同じではないか。あるいは北海道と同 じプロ

セスではないかなと考えている。

ただ、基本的には場所が空いていたことが

前提されていると思うが、空いている場所の

使い道がわからないと移動 もむずかしい。拡

散 していく時に何を植えていたのかが問題に

なる。市川 さんはプランティン・バナナと言

われたが、バナナは元々は東南アジアの熱帯

雨林のもので、内陸アフリカの ミオンボ林に

は植える栽培植物がなかったように思 うがど

うだろうか。

掛谷 熱帯降雨林か ら外へ出てくると、雑穀

類の世界になる。フィンガー ・ミレット、ソ

ルガムなどが栽培されている。

嶋田 アフリカのスーダン農耕はアフリカオ

リジナルの ものと言われているが、アフリカ

の熱帯雨林に特有の立派な農耕はないように

思う。東南アジアにば元々マニオックやバナ

ナがある。むしろ東南アジアから伝わって初

めて潤った面がある。 この点 どうだろうか。

市川 アフリカの湿潤なところで栽培化され

た農作物は、アブラヤシとヤムになるが、ヤ

ムは本当に年中雨の多い所ではイモができな

い。乾期のある所で しかできない。最初はそ

れ らだけを持って漁労をしながら河川づたい

に行ったのだろう。先住民のピグミーの案内
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を請いながら、森林での生活をやりくりして

いたが、東アフリカ、あるいは森林の北東部

の方に達 した頃にバナナが入 ってきて森林の

中に広がっていった。初期のバン トゥの拡散

には、イースタン・ス トリームとウエスタン・

ス トリームがある。 ウエスタン・ス トリーム

は南の方にきて、森林をまず突き抜けていた

と言われているが、最初の頃はまだバナナを

持 っていなかったのではないかと言われてい

る。

嶋田 バントゥの起源地と言われているカメ

ルー ン高地にはシコクビエはないが。

市川 だか らヤムとアブラヤシを持って行 っ

たのだろう。

嶋田 アブラヤシも植えてか ら実が採取され

るまでは何年 もかかると思 うが。

市川 移住地での当初の生活はピグミー的な

狩猟採集にかなりを依存 していたのだろう。

いまで も森林の中に移住する時には、先に農

耕民のいるところに入って居候 し、開墾の手

伝いを しなが ら自分の畑を作 っていく。少 し

前の19世 紀にアラブの奴隷狩りが来た時には、

ピグミーのキャンプに逃げ込んで一緒に生活

を しているが、そうした狩猟採集民との共生

関係が重要な役割を果た していたのではない

か。全てを狩猟採集に依存 して生活 していけ

るかどうかはわか らないが、かなりの部分を

森の先住民に助けられなが ら生活 していたと

考えている。

家島 ディアスポラでは、基本的に三っのポ



イントが問題となる。拡散 ・移動 ・離散にと

もなって、ネットワークを作るかどうか。移

動先での対立、あるいは競合がどのような状

態だったか。そ して移動拡散にともなって共

同体的な結びっき自体が どう変わったか。 こ

の三っの問題がディアスポラで常に議論され

るポイントになる。バ ン トゥをいまの問題に

当てはめて質問 したい。例えば、ホームグラ

ンドか ら移動 した足跡はどうだったのか。相

互的なっなが りによって共同体的な結び付 き

を作るのか、全然関係な く移動して行 くのか。

常に先住民な り別の集団がいる場合 はどう

な っていたのか。対抗 ・競合ということで考

えれば、集団を統合する必要 も生 じるだろ う。

それが国家形成の一っの発端にもなりうると

思 うが。

掛谷 その問題を考えなければな らない。私

の場合は十分に検討 しえていないが、 コピト

フはかなり議論 している。小さな拡大家族の

連合体が移 って、後か ら同じ民族や地域出身

の人々が先に移 った人々を頼 って移 り住む。

一時は元の集団とのつなが りもあるが、徐々

に切れて行 く。ただ し、組織化のイデオ ロ

ギーは持ち続けてお り、それを一からやり直

すということだ。アフリカのインターナル ・

フロンティアはむ しろコンサーバティブで、

前から持っていたイデオロギーを保持 したま

まで移動 し、また一からやり直してい く。帝

国まで登 りっめるのは極 く少例で、多 くはセ

グメンタリーな動 きで分かれてい く。このよ
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うな形が、アフリカの内的フロンティア世界

のポリティカル ・カルチャーではないかとい

うのが、コピトフの議論になっている。

移動先での競合は、 「草分けの原理」が強

く働 く。草分けの先住者達がその土地の精霊

や祖先霊と共に一っの世界を組み立ててい く。

ルバは草分け的な存在から帝国へと展開 した

が、その草分けの原理を拡張 して、その影響

圏を広げていく。いわば精霊信仰や祖先霊信

仰のマニプレーションを通 して リネッジ ・シ

ステムをコントロールしてい く。

前に先住者がいるときには、後から来た征

服者 も儀礼的には草分けの原理に倣う。王の

即位の時にも必ず土地の霊力者が認めなけれ

ばならない。あるいは儀礼的には従わなけれ

ば、後から来た者は権力を得 られない。

こういう問題は、確かにフロンティア論や

ディアスポラの一番大きな問題だと思 うが、

私はまだ整理しきれていない。

坪内 いまの リネ ッジが気にかかる。東南ア

ジアにも無理 して探せば、例えば ミナンカバ

ウの移民がどう住み着いたかという問題では

同 じようなケースが見っかるとは思 う。だが、

東南アジアでは、む しろリネッジを逆に押 し

下げて、もっと動 く主体を単純化 してもいい

ように思う。親族や組織は強調 しなくていい。

かたまりは確かにあるが、それがわりと小さ

くて も平気で動いて行けるし、そこに別のか

たまりも寄 りっいていけるという想定を した

方がいいだろう。そういうような形で捉えれ



ば、アフ リカとの差が見えて くるだろうか。

掛谷 私 もそう思 う。坪内さんや立本さんの

本を読んで、東南アジアとの違いを感 じるの

は、アフリカでは リネ ッジ ・アイデオロジー

がかなり強いという点だ。ただ、その場合、

アフリカをお しなべて リネッジ・アイデオロ

ジーが強いと言いきってよいのかという問題

があるが、血縁を辿って リネッジを作 ってい

くだけではな く、イデオムとしてリネッジを

使ってい く、あるいは擬制的にリネッジを作

る形で集団化 していくことが、アフリカの根

深い伝統ではないかと考えている。

例えば富川さんや和田さんが調査 された所

で も、違 う部族出身者が クランという形で入

ることがいくらで もある。 トングウェはその

集合体と言っていい。 リネッジ・アイデオロ

ジーが強いということが、最小生計努力や平

準化のメカニズムを生み出す。リネッジ内部

では、ポテンシャルとして平等でありうる。

そういう構造が もたらす平等性であり、それ

ゆえ一方ではリネッジ間での対立が生 じる。

アフリカの場合は、その根元にリネッジ ・ア

イデオロジーがあると思 う。

立本 このような比較の時に、 「移動 と拡

散」というように抽象化すればみんな同じに

なるし、また現象に目を向ければ色々なケー

スが見えてくる。ネットワークも、 「どちら

にもある」というのが答になるだろう。ただ

一っ言えることは、東南アジアをアフリカと

比較 した場合、 「作 られたものとしてのネッ
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トワーク」というよりは、 「作るものとして

のネ ットワーク(ネ ッ トワーキング)」 とい

うのを考えた。移動先と元とのネッ トワーク

は非常に一時的ですぐに切れて しまう。二世

代、三世代で切れて しまい長 くは続かない。

リネ ッジの強いところでは続いているケース

もあるが、それも東南アジアの中では無文字

文化や口頭伝承でつないで行 くようなものは

な く、たまに系図を残 していて も、それが実

際にネッ トワークとして機能 してはいない。

東南アジアでは移動先で融合 し、消えて行 っ

て しまうことが多いのではないか。それがア

フリカでは部族本位制、部族際とい うものと、

東南アジアは双系性という比較になるのでは

ないだろうか。

掛谷 確かに抽象度を上げると似て くるし、

現象に目を戻せば違う部分がある。それはや

はり、比較の単位と時代という問題とも関わ

り、非常に錯綜 した構造になると思 う。何を

比較するか、あるいは全体が比較できるのか、

あるいは 「まとまり」のないものが21世 紀に

向か って、 「まとまり」のあるもの として考

え うる基盤は何かを探っていく方向に収敏す

る形で、今回の研究会のまとめとしたい。

立本 アフリカニス トの中で も、川田さんが

「ラディカルな発信」と言われている。ラ

ディカルな歴史のないところで、アフリカと

しての発信をしなければな らない。東南アジ

アとしてはネットワーキング等、色々と発信

したいと考えているが、アフリカはどうだろ



うか。

掛谷 なかなか難 しいが、今日の議論は、ア

フリカ硯究者が集まって、スワヒリ、サヘル、

内陸アフ リカという形でアフリカ論を論 じた

のは有意義だったと思う。日頃の部分的な意

見交換ではな く、アフリカの全体像が意識で

きたのではないか。立本さんの質問を受ける

形で、我々4人 が話 したアフリカのイメージ

が、どのように関連するのかという印象論か

ら始めていけばどうだろう。

我々は嶋田流に言 うと貧 しい世界を調査 し

てきたが、嶋田さんは豊かな世界を対象とし、

サバ ンナの資本主義の展開という議論 もされ

ている。ただ、お互いに一っの像だけではア

フリカは語れないという想いはあるだろう。

そのあたりを踏まえて議論 してみたいと思 う。

嶋田 比較の単位を考えれば、東南アジアと

いう熱帯のグリーンの地域は、アフリカでは

ギニア湾やコンゴ ・ザイールの森あたりに比

較できるだろうが、サハラは東南アジアには

ない世界だと思 う。無理すればマレーの海域

世界とサハラを比較できるかもしれないが、

海域世界は熱帯多雨林の世界でサハラのよう

な乾燥地域とは違 う。歴史の深さということ

で もアフリカ内部にかなり大 きなちがいがあ

るように思 ラ。

アフリカ研究者より東南アジア研究者の方

が、東南アジアは一っだというような意識が

あって、インドや中国の華中 ・華南は東南ア

ジアではないという、何かアプリオ リに切 ら
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れすぎているような印象を受けた。

立本 アプ リオ リには切っていないが、他の

地域 との議論ではそうなる。

日野 アフリカの特徴は、サハラ砂漠と海に

囲まれた非常に広大な大陸だ。それで もやは

り一っのかたまりで考え られる。私は都市を

中心にアフリカの東と西との比較を考えてい

るが、アフリカ全体で考えれば、バ ントゥ世

界は西アフリカから広がってきたフロンティ

ア世界の開拓 というイメージがある。 もちろ

んブッシュマンやピグミーという先住民 もい

たが、基本的には非常に人のいない所、 しか

も見晴らしのいい所を動いてきた。そ ういう

フロンティア性がある。そのあたりに西アフ

リカと東アフリカ、あるいはサヘルとスワヒ

リ、バン トゥ世界を一緒にした視点が出て く

るのではないかと思う。

東アフリカにおけるスワヒリ、西アフリカ

のサヘルから広がって行 くイスラーム来化が

まずあった。そ して、海岸か らの西欧め植民

地化という動きがある。このような形で、西

と東は何か一体化できる捉え方があると思っ

ている。嶋田さんが歴史の深 さと言われてい

るが、私は内地と北海道 という比喩で捉えて

いる。西アフリカには城下町が多いが、東ア

フリカには入 り口に松前城にあたるようなウ

ガンダ等の王国はあるが、いわゆる城下町は

ほとんどない。あるとすれば小樽や函館のよ

うな港町だ。 これはある程度色々なことに敷

術 して考え られる一っのアイデアで、 ヨー



ロッパとアメリカ、イギ リスとニュージーラ

ンドやオース トラリアなど、色々なことで考

え られるか もしれない。

市川 東南アジアのような、よく言えば進取

の精神に富んだ、しかし悪 く言えば不純な動

機で発展志向的に展開 した世界と、アフリカ

のように積み上げ志向的な ものを持たずに、

移動 と分散を繰 り返 してきた社会が発信でき

るものは何かということになると思 う。そう

いうことからみるならば、嶋田さんの発表さ

れたフルベは明らかに違う。バ ントゥの農民

とフルベ とは非常 に印象が違 う。 フルベは

ジェン トルで礼儀正 しく、悪 くも良 くも文明

化されている。森林の中のバ ントゥはどちら

かと言えば、がさっで我々にとっては親 しみ

やすいが、そういう世界とは全然違 う。これ

を一 まとめにできるかどうかわからないが、

元々は一つのところで最近まで近接 していた。

それを切り離す理由はない。ましてやアフリ

カを分断 して、東南アジア、中央アジアと一

緒に くるめようというような考えには抵抗を

感 じる。

そうすると比較の単位はもっと小 さな範囲

がいいのか もしれない。バ ン トゥというのも

まだ大きい。森林の中の東南アジアの森林居

住民と、アフリカの森林居住民の文化と生活

はどこで違 うかを見てみれば、エコロジカル

なニ ッチとしては似ていても、歴史文化的な

背景の違いからどのように違って くるのかが

比較できるのではないか。
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掛谷 確かに内地と北海道という比喩はいい

と思う。私の場合は、アフリカは東北に、東

南アジアは筑波周辺に似ているという印象を

もっている。筑波は江戸の後背地であるとと

もに、東北の最南端である。たいへんゆとり

があり、堂々と'昔からの伝統をっなぎ、東京

からの流れに対しても免疫ができている。そ

れに対 して東北は抵抗性が弱 く、何かがある

と根こそぎや られて しまう。粘 り腰の筑波周

辺と、中央か らの急激な刺激で腰折れになり.

がちな東北。 しか し、東北には強い存在感が

あり、未来につながるポテ ンシャルをもって

いる。内地と北海道という対比 も重ねていく

と、アフリカの西と東が感覚的に掴めるよう

にも思う。だが一方でアフリカが現在抱えて

いる問題は、西も東も同 じことが多い。内紛

や、国家が体裁をなさないという問題、もち

ろん世界システムとの関係 もあるが、アフリ

カ内部の問題に対 しては悲観的になって しま

うときがある。そ うした現実を踏まえっっ、

21世紀を展望 しなければな らない。

そういう意味ではアフリカは一っで、それ

こそサハラの海と本当の海 とに囲まれた世界

が抱えている問題は共通 している。サヘル、

スワヒリ、内陸アフリカが、現代という時代

の中で、どういう部分のアフリカ的なものを

強制的に析出させ られているのか。アフリカ

は内的にはどういうものを析出 しようとして

いるのかを地域研究で考えてい く必要を感 じ

ている。



日野 フルベやハウサという、いくらか特別

なグループもいるが、基本的にはアフリカは

平準化で捉えられると思 う。争いを して殺 し

を合いをするよりは、自分が離れていく。呪

術の対象にならないように目立たないように

する。そういう点で言 うと、なるべ く競争と

いう形を露にしない社会だと思う。牧畜民、

狩猟民、採集民、農耕民がいて、それぞれ自

分の得意とするものをお互いに交換 したり、

時にはメンバーを交換する。ほとんどのとこ

ろでよそから来たメンバーを受け入れる手続

き的な ものが必ず用意され、もちろん客人と

して扱 う形も用意されている。

そこに植民地で切りとられた国民国家が成

立すると、限られた資源を巡る世界的な競争

社会の中に放り込まれて しまう。外から来た

援助 も、国の中の資源 も含めて、権力を持 っ

た人がよりた くさん取れるという競争社会が

出てきて、平準化と競争社会という非常に明

確な形の矛盾 と して現れて くる。かつヨー

ロッパや日本が援助するときには平準化社会

は遅れたものとし、世界的な現象の普遍的な

競争社会に肩入れを して援助する。それがル

ワンダ、ブル ンジ、ソマリアで見 られるよう

な現象として現れる。

また、アフリカの人は平準化の側面を持つ

と同時に、内には攻撃性を秘めているところ

がある。それが下手に現れると、ルワンダや

ブルンジの殺 し合いというような現象として

現れる可能性 もある。カッとなると平常心を
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失 う、あるいは酒を飲んだときに平常心を失

うような面がアフリカの人に目立っ。これは

日本人に全 くないというわけではないが、ア

フリカでは秘めた攻撃性 と、それを制御する

ためのメカニズムとしての平準化があるとい

う印象を受けた。暗い話になるが、国民社会

原理を突き詰めていけば、殺 し合いが続 くよ

うに思 う。バカらしいからやめようという意

識が出てくるまで続 くのか もしれない。それ

は東南アジアではどうなのだろう。

立本 カンボジアや共産主義者虐殺の例 もあ

るので、平準化だけでな く攻撃性という面 も

あるかもしれない。

嶋田 考え方によっては、アフリカ大陸とい

うのは新大陸の一部だともいえ る。文明は

ユーラシアを中心に発達 したが、ユーラシア

からもっとも切り離されていたのが北米大陸

とオース トラリア、この次 ぐらいに切 り離さ

れていたのがアフリカではないかと思う。切

り離されていた所にいた人達、オース トラリ

ア原住民 もインディアンも滅びかけている。

アフリカ大陸がそれと同じような状況に向か

うのではないかと危惧 している。

サハラ南縁のサーヘル地帯では外的文明と

の交流があり、このことの意義を強調 してき

たが、やはりアフリカは全体 としては外との

交流の少なか った世界だと思う。バン トゥに

象徴されるように意外 とホモジニアスで、多

様性があるようで無いような社会だ。東南ア

ジアは海洋世界で昔から海の交流があった。



現代の世界において も様々な交流があり、外

的世界との関係が強いと思 う。田中さんは、

いまは外的な刺激があるだろうと言われたが、

東南アジアに比較 したら内陸アフリカにはい

まで も外的刺激ないと思 う。アフリカはやは

りすさまじいまでの大陸世界として考えなけ

ればならない。

伝統的に大陸世界としてのアフリカが、外

とっながる唯一の動脈がサハラ砂漠だった。

ところがいまは色々な国境紛争等で交易や交

通が分断され、せいぜい一年に一度パ リ・ダ

カールの自動車ラ リーがおこなわれる程度だ。

これをもう一度何 とか しないことにはアフリ

カはますます孤立し、近代化 もうまくいかな

いのではないか。

和崎 バムンは南のギニア湾岸の森林世界と、

サヘルとの接合点に王国を発生させている。

そういう王国はギニア湾岸に平行していくつ

か残っている。その中には森林王国もあり、

生態論として言えばそういう王国から森の世

界と乾燥世界とを繋 ぐ論理を語ることができ

るように思 う。

アフリカには直線の国境線が多い。外在的

に与え られた国家と言えるが、生活実態をそ

れぞれ見れば、マサイがケニア ・タンザニア

の国境を関係なく動いていたり、チ ョウチ ョ

を追いかけている間に国境を越えてしまった

ような話 も多 く聞かれる。カメルーン ・ナイ

ジェリア間、カメルーン ・チャ ド間の国境線

は、民族差異と言えるだろう。インターエス
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ニ ックの世界では越えている。商業の世界で

も実際には越えている。そういうネ ットワー

クは昔か らもあったし、いまもあるだろうと

思 う。ネーションステー ト自体をもう一度問

直す意味で も、アフリカの伝統的に根強 く

残 っている民族差異を描 き出すことで、ある

発信がで きるのではないかと思っている。

日野.嶋 田さんが言われたように、まさにマ

リがナショナルランゲージを作ろうとしたと

き、全部インターナショナルランゲージだっ

たという現実がアフリカにはある。

掛谷 いまアフリカを語るときに、ある意味

では苦渋に満ちた表現 にな らざるをえないと

ころがあるが、そういうアフリカ的世界をと

対比 したとき、地域としての東南アジアはど

う位置づけることができるのだろうか。

高谷 私にはアフリカが本当に素晴 らしい所

だと思えた。市川さんは、東南アジアは儲け

に走っているがアフリカはもっと人間らしく

森と共生 しているとい う。掛谷さん も平準化

と言われていた。アフリカだってやはり儲か

るものがあるから移動するのではないかという

疑いを持っのだが、やはりそれは違うようだ。

私など、東南アジアは森の民でいいところ

があると言 っているが、本当は 「気の毒な近

江商人」という感 じが しないで もない。非常

にこすいところがある。で も本当に全部がそ

うかと言 うと、そうで もない。そこのところ

を認めて もらいたい。非常に屈折 しているが、

けなげに生きている。その意味では東南アジ



アはしんどい。ところが、アフリカは天性森

の民で、何 も考えずにのんびりと暮 らしてい

る。これは非常に良いことだと思 う。アフリ

カはそのこと自体を発信すべきだ。屈折をし

たメッセージを出すのが良いことではない。

そういう意味では、アフリカは東南アジアよ

りもずっと純度の高い高尚な世界に思えた。

掛谷 アフリカは ドライな感覚がべ一スにあ

る世界だと思う。東南アジアはウエットな部

分も含んでいて、我々も感覚的には東南アジ

アに魅かれるところがある。

阿部 最後に苦渋に満ちたアフリカというイ

メージが出てきたが、研究者 としては全 く苦

渋に満ちていなくて、むしろ明るくス トレー

トにされているように思 う。むしろ東南アジ

アは、中国があり、イン ドがあり、イスラー

ムも来る中で、外世界に向かう開放系として

ある。海岸線か らみて もやはり開放系という

ことが言えるだろうし、様々な外的要因と関

わる中で、何とか東南アジアとして生き残っ

てきた。そういうことを繰 り返 しているのが

東南アジアなのだろう。アフリカは閉鎖的な

中で、不 トレー トに明るく展開する世界とい

う印象を受けた。だからこそ大事にすべきで

はないかと思 う。

田中 アフリカは一つではないというのが、

私の今日の結論だ。仮にアフリカと同等な地

域を東南アジアを中心において考えると、イ

ンドの東海岸から中国の渤海、山東半島まで

を一番北の端にして、オース トラリアの端ま
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で至 る三角形 を書 く。 そうす ると、南アは

オース トラリア、地中海にあたるのがベンガ

ル湾、エジプ トにあたるのが中原、サハラ砂

漠はイン ド洋の東半分で、アフ リカにとって

のイン ド洋が南シナ海というような対比がで

きるのではないか。こういう比較をしてみる

と、アフリカの内陸部は、やはり東南アジァ

の島懊部だろう。そ して、サヘルにあたるの

がマラッカ海峡、あるいはビルマから南タイ

の海岸あたりで、東海岸にあたるのはフィリ

ピンやボルネオの北になるだろう。

そうすると 「東南アジア固有」のという言

葉を使う時には、アフリカ内陸部 と島撰部の

比較がもっとも妥当ではないかと思う。そ し

て、こうして比較 した時のいちばんの違いは、

大きな三角形をとったその中心になる東南ア

ジア島懊部は海に囲まれているが、アフリカ

内陸部は陸地に囲まれているという点にある

のではないか。それぞれ個別に見てい,くと移

住があり、色々な生業があってよく似ている

が、海と陸という大 きな構造の違いが歴史の

違いとなって、開放的な世界と内的な世界が

それぞれ形成 されてきたのだろう。東南アジ

アとアフ リカ大陸を直に比較 しても見えてこ

ないが、アフリカとイクイバ レントな先程の

三角形を考えれば、うまく比較ぞきるのでは

ないかという印象を受けた。

家島 概 して、中東と西ヨーロッパは、 自然

生態系の諸条件か ら言えば、非常に貧 しい。

一方、東南アジアとアフリカは豊かで多様な



自然生態系を持 っている。その意味において、

東南アジアとアフ リカという広 く熱帯 ・亜熱

帯を含む地域が、21世 紀に向けて重要になる

と考えている。 もちろんアメリカ大陸 もそう

だが、 この豊かな自然生態系を持った熱帯、

亜熱帯をどう活用 してい くかが、これからの

人間がどう生 きるかということと深 く関わっ

ている。アフリカは実に豊かな、広大で多様

な自然生態系を持 っている。そういう面では、

東南アジアも非常に似ている。 この二っをど

う人類が共有 し、互いに共生 していくかとい

う問題に関わって くるだろう。

アフリカは歴史的に非常に長 く平和に生き

てきた。そこでは多種多様な色々な民族 ・部

族 ・集団が共生しており、大帝国を作 って対

立 と衝突を繰 り返すのではなく、平準化的な

相互交換や交流の中で共生社会を築いてきた。

その倫理は、これか らも生か していく必要が

あると思う。

松原 現在史性という点か ら、アフリカは一

体 として見るべきだという主張を続けてほし

い。私としては、アフリカ全体がゼネラリス

トを基盤とし、それに基づいた差異化を無視

することはできない。アフリカを一体 として

見ると同時に、簡単に一緒だと言うのではな

く、その差異化を もう少 し丁寧に追 ってほし

い。例えば南アフリカやズルーの問題 は、ア

フリカの中で異質なものを持 っているという

印象がある。エクスパ ンションしてい くよう

な ものがなぜ南か ら出て くるのかわからない
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が、おそ らくアフリカの歴史全体か らいえぱ、

まだ語り尽 くされていないことが多いのだろ

う。

かってサハラが大きな動脈としての流通を

担い、現在は分断されているということはあ

るが、やはり一つの系の中で自律的に発展し

てきた現象が見られる。王国の形成にしても

そうだ。そこのところがユーラシアのそうい

う形成といかに違っていたのかを強 く主張 し

てほ しい。そうすれば現在世界の中での、ア

フリカを一っとして見るという主張が補強さ

れるのではないか。やはりアフ リカ地域研究

は重要だと思う。

山田 次のテーマをどうすればいいかを考え

ていた。いままではアフリカ、インド、中国

というように比較 していたが、乾燥地だけで

もきめの細かい議論が必要だ。湿潤熱帯でも

そうだろう。地域名ではな く、 もう少 しエコ'

ロジカルなべ一スにしてはどうか。例えば湿

潤熱帯と乾燥地帯の比較研究という方法で、

いままで縦に切っていたのを斜めに切 るとい

う形の方法論で討論すれば、別の世界が浮か

び上がって くると思 う。いまはアフ リカは一

っだと言われていたが、 もう少 し別の視点が

明確に現れて くるか もしれない。

古川 アフリカは一体性を保 っている印象を

受ける。その中で相互作用がある。それをあ

えて亜区分すれば、いくっかの地域には分か

れるのだろう。その亜区分で分かれる、例え

ばサハラとギニア湾を中心にした熱帯多雨林



と、東アフリカとの間の差異は明 らかにして

ほしい。

アフリカが恵まれていると思うのは、アフ

リカ研究はアフ リカだけにとどまらないこと

があるだろう。立本さんがディアスポラとい

う観点を出されたが、アフリカは昔か ら奴隷

狩 りでディアスポラしていたと思 っている。

その巨大なフラクションが新大陸に行 ってい

る。彼 らの持っ強烈なエネルギーは決 して無

視できない。大きく21世紀の世界に効いて く

るのではないか。

坪内 これまでの地域間研究で、インドと中

国を扱 った時、結局そこでは地面の話はほと

んど出ずに、人間か社会組織かイデオロギー

という話に終始 したと記憶 している。アフリ

カに至っては、やはりエコロジス トが強い。

エコロジス トが語 った地域研究のスタイルが

出てきたことに改めて感銘した。やはり地域

研究の本場はこの二つの地域にあるのかもし

れないという印象を受けた。

日野 西アフリカと東アフリカの都市の比較

研究という、海外調査のプロジェク トの時に、

東の研究者には西に、西の研究者には東を見

て くるプログラムを組んだことがある。東南

アジァとアフリカでも、一方は東南アジアへ

行 って一方 はアフリカに行ってみるという、

そういう海外調査をされてはどうか。

掛谷 いま、部分的には山田さんの研究班で

行われている。アフリカからも市川さんが代

表になり、世界を見てまわる調査をしている。
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立本 例えば、都市の比較や生態の比較、そ

ういう細かいことでの比較ではなく、地域 と

いう場で比較することが必要で、それを基礎

に して我々は議論 しなければならない。そこ

でこだわるのは、第1回 の 「東南アジアとア

フリカー地域間研究に向けて」でも比喩とし

て出したが、 「物見と網方」の視点である。

伊豆の漁村で猟師さんに聞いた話で、湾の外

まで見渡せるところか ら魚の動 きを見て指示

する 「物見」と、実際に湾の中で網をかける

「網方」という二つの役割がある。全体を見

る人と部分を見る人 ということで比喩できる。

網の比較で も、糸満の網 と伊豆の網を比較 し

て も学問となり、それがディシプ リンとなる。

それと同 じように、生態や都市の議論はディ

シプリンに還 って行 くのではないか。ディシ

プ リンが地域 という場で比較することは必要

だが、地域研究 という看板を掲げるのであれ

ば、もう一歩越えて行かねばならないp

地域研究はあくまで も物見の視点が必要だ

と思う。もちろん網方であり物見で もあると

いうのが一番いい。物見だけでは口ばかりに

なるが、網方を した上で物見になることが地

域研究なのではないか。物見の見る範囲が十

分かどうか、言い換えれば地域単位のレゾン

デー トルが十分か、単位 としての世界を成 し

ているかが地域研究の一番根本的なところだ。

それを高谷さんは世界単位と言う。地域研究

はその物見の態度、物見が見るレゾンデー ト

ルとしての全体に意味がある。もちろん地球



全体を見れば一番いいが、地球全体の次の単

位は何か。それは国家で も大陸でもな く、地

域研究者として 「これが地域の単位だ」とい

う自分なりの レゾンデー トルを考えておかな

ければな らない。少なくとも地域研究で地域

間比較をするのであれば、ディシプ リンでは

なく物見の視点で地域を比べなければならな

い。例えばアフリカは 「移動と分散」、東南

アジアは 「ネットワーキング」という、ある

意味では非常に抽象的な話になるが、それは

掛谷 さんのように自分のフィール ドワークか

ら出てくる話でバ ックア ップすることによっ

て、メ リハ リを効かすことができる。東南ア

ジアの分け方 自体、田中さんのような議論 も

あるし、私は雲南あたりを原マ レー、メラネ

シアをプロ トマ レー、こちら側をセン トラル

マレーと、全部マレー圏に して議論すること

もある。東南アジア海域世界と して も色々な

範囲がある。地域研究は網方の視点だけでな

く、物見の視点で比較 しなければならないと

いうのが、地域研究に対す る私の考えになっ

ている。

掛谷 この二 日間にわたる議論は非常に意義

があった。アフリカ地域研究を進めていく上

でも確かに物見のセンスのある人が必要だが、

非常に難 しい要求でもある。私 自身は網方に

むいていると思うが、21世 紀を展望するとき

.に物見も確かに必要なのだと再確認 した。地

域研究では東南アジアとアフリカは手を携え

て、地域研究 とは何かということを考えてい

く上でも、先端部分であり続けねばな らない

だろう。
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